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ここ数日、寒い日が続き、東北地方や甲信越地方では雪が降り、スキーへの季節が近づいてき

ました。１２月から行事の準備がなされているが中、総会の報告が遅れて申し訳ありませんでし

た。 

平成２５年度の総会は９月２４日（火）に行われ、２４年度事業報告、決算報告、２５年度事

業計画、予算、役員体制の全ての議案が原案どおり可決されました。また、今年度は役員の変更

があり、部長が清水さんから若林さんとなり、副部長に濱口さんがなりました。今回のスラロー

ムは、新しく部長になった若林さんと退任された清水さんのあいさつ、総会以降の活動報告、役

員会の決定事項を報告します。 

また、併せて総会の資料と事業の案内をお送りします。直近の事業としては、オープニングパ

ーティーが１２月１３日（金）に予定されています。ご参加お待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

～若林新部長あいさつ～ 

スキー部とは、入区した１９８９年の野沢温泉のツアーに参加してから関わり、そ

れから２５年経ちました。そしてこの度、部長の大役を任されることになりました。 

入区して初めてのスキーを青年部ツアーで体験して、スキーの楽しみを知りました。

その後、すぐに野沢の講習会に参加しました。その初心者の講習から始まり、２０年

近くかけて何とか準指導員になることができました。その過程では、なかなか級別テ

ストに合格できず、準指導員の受検でも何回もチャレンジしてもうまくいかず、1 度

スキーをやめた時もありました。そのような中でももう 1 度、挑戦する気持ちにさせ

てくれたのもスキー部のみなさんでした。これからは、今までお世話になったスキー

部に少しずつでも恩返しができればと考えています。 

現状、志向の変化によりスキー人口の減少が厳しい状況ですが、以前から比べると

交通のアクセスが良くなった等の利点もあります。現在の事業のほかにも日帰りでス

キーに行くようなことも考えていくなど、いろいろな情報を提供し、部員の方々に参

加しやすい環境を整えていきます。 

まだまだ未熟ですが、少しでもよくなるよう努力していきますので、ご協力お願い

します。 

港区職員体育会スキー部 

部報「スラローム」 

編集発行：スキー部 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～清水前部長あいさつ～ 

平成１０年から１５年にわたり、部の運営に携わらせていただきましたが、この

度、部長を退任することになりました。在任中は、たくさんの先輩や部員の皆さん

に支えていただき、誠にありがとうございました。また、在任中に３０、４０周年

の二度の周年記念事業の開催に携われたことを、とても嬉しく思っております。 

個人的にも、準指、正指の資格取得や港区スキー連盟理事を勤める機会をいただ

き、スキーと関わる環境が急速に拡大し、これまでの人生で最も充実したスキーラ

イフを経験させていただきました。 

さて、スキーは現在でも素晴らしいスポーツでありレジャーであることは間違い

ないのですが、バブル経済の崩壊とともにスキーブームは去り、スノーボードの普

及等の影響もあり、新規入部者を得ることが非常に難しい状況が続き、在任中は常

に悩みの種でした。退任に至るまでの間に、それを解消できなかったことは本当に

心残りですが、時代の流れでもあり、抗いがたいことと受け入れることにしました。 

 私がスキーを始めたのは、１９８１年の冬です。区職労青年部婦人部のスキーツ

アーで、私の前任である現顧問（２代目部長）の渡邉さんから手ほどきを受けまし

た。当時、スキーは、多くの若者に支持される憧れのスポーツでした。たくさんの

若い男女が集まるスキーツアーに参加すれば、たくさんの人と知り合うことができ

ました。そんな中、初心者だった私は、早く上達しないと仲間に遅れを取るとの思

いもあり、一気にスキーにのめりこみ、やがてスキー部に入部することになりまし

た。そんな経験もあり、スキー技術の習得や普及には大きな関心があり、部長就任

時の目標は、部員の技術レベルの向上が第一位でした。しかし、それから１５年が

過ぎた今、スキークラブにとって最も重要なのは、人との出会いや交流、それらに

対する期待感であり、滑走技術は自己表現の手段。そんな悟りを得るに至りました。  

これからのスキーは、かつてのブームのような大衆化ではなく、さらに個別化し

「本当にやりたい人がやる。」本物志向のスキーヤーが支えていく時代になると思

います。本物のスキー好きが集まり、若林新部長を中心に、個々の部員を大切にす

る、港区役所スキー部の活動が末永く続くことを祈っています。部長からは退きま

すが、引き続き、スキー好きのひとりとして微力ながら部のお手伝いをさせていた

だきたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

【活動報告】総会以降実施した活動内容です。 

１０月１４日（月祝） 港区民スポーツ体育祭（港区スキー連盟事業） 

           秋冨（麻）さん、秋冨（雅）さん、平館さん、濱口さん 参加 

１１月 ４日（火）  役員会開催（内容は次ページ） 

           ２５年度事業 日程確定・担当割、部費について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【役員会報告】役員会で決定した事項を報告します。 

・役員会にて、オープニングパーティーの日程が 12 月 13 日（金）に決まりました。 

 案内は別添のとおりです。 

 

・事業の担当を決定しました。日程は、総会資料のとおりです。 

○オープニングパーティー 多賀谷さん    ○区民大会 西脇さん 

○野沢レクスキー  平舘さん、秋冨さん、下田さん   

○特別区職員大会  武井さん、西脇さん  ○春スキー 清水さん 

 

・部費の徴収は、総会資料発送後から行い、各地域担当に納付願います。年間 2,000

円です。２４年度の納付がされていない方が多くおります。未納の方は２年分お

願いします。 

○芝地域  秋冨さん   区議会事務局（内線２９１２） 

多賀谷さん  芝地区総合支所協働推進課（内線３１３１） 

○麻布地域 山本さん   麻布地区総合支所管理課（内線３８２０）  

 ○赤坂地域 濱口さん   赤坂地区総合支所協働推進課（内線３８３５） 

 ○高輪地域 清水さん   高輪地区総合支所協働推進課（内線３８４２） 

○芝浦港南地域 平舘さん 芝浦港南地区総合支所区民課（内線３８５６） 

芳野さん キスポート財団（スポーツセンター）（内線３９００） 

若林さん キスポート財団（スポーツセンター） 

（内線３９００） 

また、昨年同様銀行振り込みも可能とします。銀行口座は下記のとおりです。 

○中央労働金庫（ろうきん） 新橋支店（支店番号 289）  

普通口座  口座番号 1207703 

口座名義  港区役所スキー部 部長 清水 栄男 

（エムエスシーシミズエイオ） 

新部長への名義変更は手続きに時間がかかるため後日行います 

 

 

【内容についての問い合わせ先】 

（公財）港区スポーツふれあい文化健康財団 

スポーツ健康部スポーツ事業課 

若林 安徳（スキー部長） 

電話 （３４５２）４１５１  

メール y-wakabayashi@kissport.or.jp 


